
   

 

サークル活動 再開 

 手作りで生き生き  小物づくりサークル  

 東久留米市福島県人会では２月頃からのコロナ

感染拡大の中で県人会活動が思うような活動がで

きにくくなってきています。そのような中で小物

づくりサークルと詩吟の会は現在、活動を再開し

ています。 

 今回は小物づくりサークルについて紹介いたし

ます。 

 小物づくりサークルは東久留米市役所の中の市

民プラザ会議室を会場にして毎月１回定例会を行

っています（前は市役所脇のスペース１０５）。

通常、６人から８人の参加者が宮下千寿子先生の

指導で手提げかごや丸かごを作成、最近ではごみ

箱などを作っています。作った作品は県人会が出

店する市民まつりやまろにえ祭りで販売し県人会

の活動に貢献しています。 

 コロナ感染が拡大してきたため３月の例会後、

４月・５月は休会としました。６月から再開し

（８月は夏休み）９月は６人の参加でした。１０

月は９日金曜日９時３０分、東久留米市役所のな

かにある市民プラザ会議室で行います。この機会

に「私もやってみたいわ」と思う人は宮下先生

（        ０９０－７２０８－４１３０）へお申し込み

下さい。 

 

 

 

 

 

 

「私のいわき」  

        時田良枝（いわき市出身） 

いわき市の、旧平駅（現いわき駅）近くにある

小さな商店街の布団屋の子として育ちました。曾

祖父が、炭鉱の最盛期、労働者で人口が増えてい

た時期に「これからは布団が売れる！」と始めた

お店です。祖母も父も、眉毛まで綿を乗せての綿

まみれで布団の綿入れ、母はミシンを踏んで、布

団ガワ（よく「ガワ」って言っていましたが、漢

字で皮？だったのかな。布団綿を入れる外地のこ

とを、家では皆そう言っていました。）を縫ってい

ました。お客さんなんて大して来なくて、近所の

人が来て話してることの方が多かったような。小

さな町らしく、親以外にも近所のおじちゃんおば

ちゃんにたくさんお節介受けて（今思えば見守ら

れて）育って来たなあ、と思います。今でも近所

の、葬儀用の花屋の「みつおじちゃん」（みつおお

じちゃんの短縮形）、市場の社長の「バナナのおじ

ちゃん」（バナナを売っているから）等、思い出し

ます。 

自分が育つ頃にはもう炭鉱は常磐ハワイアンセン

ターになっており、布団はそう売れる物ではなく

なっていましたが、小さいなりに人の集まる町で

は、貸し布団の仕事は結構あって、父親の車に同

乗して、夏は球場近くの高校球児が泊まる旅館、

冬は神社の初詣アルバイトさんの寝泊まりに等と、

あちこちに重たい綿布団を運んでは、いつもは行

けないような場所に入り込めるのも、子ども心に

面白い時間でした。 

私にとってのいわきは、海でもなく、スパリゾー

トでもなく、草野心平でもなくて、小さなさびれ

た商店街で人にもまれて育った記憶、なのですが、

そのもまれ感が、もしかしたら今の仕事につなが

っているのかもしれないなあ、なんて思っていま

す。 

わたしの原点（ ＾ω＾）・・・いわき  
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 第二のふるさと―福島 

             佐藤成弘（東京出身） 

生まれは水戸、育ちは東京の福島とは縁もゆか

りもない私に県人会の誘いを受けて最初は戸惑い

気味でした。東日本大震災のボランティア活動の

延長のつもりでイベント（物産販売会、講演会等）

のお手つだいをという軽い気持ちで入会しました。   

しかしながら新年会、懇親会、特にバスツアーは

毎回企画を変えて、ふるさとのない私に新たにふ

るさとができ且つ顔を合わせていくうちに仲間・

友達も増え当初の応援というよりも楽しみになり

ました。これもひとえに幹事の方々のおかげであ

り感謝いたしております。 

 私もサラリーマン生活を終えて１０数年になり

ますがこの会のおかげで人情味溢れる友達が増え

て楽しい日々を送っています。 

 コロナの早期終息を祈願しています。 

 早くみんなと一緒に飲みたいな～！ 

＜県人会販売コーナー＞申し込みは 090-5583-83４７ 

県人会の事業維持にご協力を！   宇津木までお申し込み下さい 

●喜多方ラーメン（醤油 4、味・醤 4）Ⅰ袋   ７２０円 

 喜多方ラーメン（醤油 1個）Ⅰ袋    690円 

●会津田舎みそ        1袋   ７００円 

●桧枝岐そば        Ⅰ袋    ２００円 

●いぶりがっこ（Lサイズ）  １本    ７００円 

東久留米及び近隣在住会員様限定 販売です 

山歩会 第１回 東久留米の遺跡巡りのご案内 

「山歩会」では９月２４日（木）に東久留米市

内の遺跡巡りを企画しましたが台風の接近で延期、

改めて１０月２６日に実施することになりました。

この企画の第１回として東久留米駅西口から黒目

川方面の小山遺跡＝大圓寺辺りを散策するコース

です。 

日時    １０月２６日（月）集合 9:30 

集合場所  東久留米駅西口エスカレーター前 

持ち物   飲み物、帽子、常備薬、 

体調に自信がない方はご遠慮ください。 

●ガイドは力久俊治さん（歴史スペシャリスト）。 

午前中、ゆっくり歩いての散策です。終了後、

楽しくランチ交流会をする予定です。 

参加希望者は必ず、宇津木までご連絡を！ 

＜        ０９０－５５８３－８３４７＞ 

サークル活動の紹介(１０月) 

◆小物つくりサークル 

 １０月の例会は１０月９日（金）です。 

  市民プラザ会議室 ９時３０分 

 問い合わせ 宮下千寿子先生 090-7208-4130 

◆詩吟の会 

 定例会 毎月第１・2・4 月曜日 ９：３０ 

 会場 幸町 笹本先生別邸 

問い合わせ 笹本一比古先生 090-3523-5231 

◆山歩会 

 「東久留米の遺跡巡り」 

 １０月２６日（月）9:30 東久留米駅西口集合 

◆他のサークルはコロナ感染防止で休会中です。 

２０２０年度会費の納入のお願い（新年度） 

ゆうちょ銀行＝記号 10090、番号 73768901、 

ヒガシクルメシフクシマケンジンカイ。 

みずほ銀行=東久留米支店(店番号 747) 

普通預金 口座番号 1172086  

ヒガシクルメシフクシマケンジンカイ 

この口座に年会費１０００円を振込んで下さい。 

 新年度とは２０１９年１０月から２０２１年３

月末の会計年度のことで昨年１０月の総会で決ま

った期間です。納めたかどうかのお問い合わせは

事務局（宇津木）までご連絡ください。 

●未納の方へは今回の会報に同封させていただきました。 

新入会員の紹介（敬称略） １０/１現在 

会員 2５９人に   

 氏名      出身地    お住まい 

鈴木秀典     福島市    福島市 
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